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研究成果の概要（和文）：本研究では、日本語諸方言の文法を総合的に記述する『全国方言文法辞典』の編纂を目的と
して現地調査、方言文献資料調査、歴史的変異調査を行い、さらに調査データを集積するウェブシステムを構築してき
た。本研究期間の研究成果として、(1)活用体系の地理的変異と歴史的変異の総合的考察をテーマとした学会発表、(2)
要地方言の活用体系を記述した『全国方言文法辞典資料集(2)活用体系』の刊行、(3)条件表現・逆接表現の調査方針を
示した『『全国方言文法辞典』のための条件表現・逆接表現調査ガイドブック』の刊行、(4)条件表現の地理的変異に
関する学会発表を行った。

研究成果の概要（英文）：In this study, we conducted three different surveys; the linguistic field survey o
n inflections and complex sentences, the research on folktale corpora of Japanese dialects, and the histor
ical research on variations of inflections. A web-based system was constructed to accumulate and share dat
a collected from research fields. Based on the surveys, we had two presentations on historical/geographica
l variations of Japanese inflectional morphology, and on geographical variations of conditionals in Japane
se. We also contributed two publications, "Data book for the comprehensive dictionary of Japanese dialects
 grammar, volume 2, inflectional morphology" and "Guidebook for the linguistic field research on complex s
entences in Japanese dialects".
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１．研究開始当初の背景 
 日本語の研究は，これまで主に中央語・標
準語を中心に，詳細な記述や理論化が進めら
れてきた。一方で，「日本語」を，日本列島
の各地で過去に使用され，また，現在使用さ
れている方言を含んだ総体であると考えれ
ば，その全体像を把握するための俯瞰的な資
料は，まだ十分に整備されているとは言えな
い状況である。 
 現代語を対象にした共時的な文法研究が
一定の成果を収めつつある現在，そうした研
究成果を応用・検証・発展させる研究の方向
として，古典語や方言を対象とした文法研究
の精密化が行われるようになってきている。
一方で，方言研究においてこうした取り組み
をより発展させるためには，個々の方言に関
する網羅的な記述とともに，どの方言にどの
ような文法現象があるかということが，俯瞰
的に把握されていることが必要である。方言
研究の分野には，すでに膨大な調査データの
蓄積があるが，それらは誰もが容易に活用で
きる形にはなっておらず，また，記述の対象
となる文法項目・方言も網羅的なものとはな
っていない。今後の研究の進展のためには，
既存の方言文献資料のデータベース化と，諸
方言の網羅的な文法記述を進めることが必
至である。 
 
２．研究の目的 
 本研究では，中央語・標準語に限定せず，
地理的変異（方言差）および歴史的変異（時
代差）を考慮に入れた日本語文法の全体像を
把握することを目的に，各地方言の現地調査，
方言文献資料調査，歴史的変異調査を行う。
さらに，調査データを集積するウェブシステ
ムを構築し，一般公開をはかる。 
 本研究の最終的な目的は，これまで方言学
の分野で集積されてきた諸方言の文法に関
する記述の中から，文法形式を網羅的に取り
上げ，さらに統一的な観点のもとに記述を精
密化し，全国方言の文法現象を一望できる
『全国方言文法辞典』を編むことである。こ
れによって，「方言研究」と「日本語研究」
の境界をいったん解消し，いずれは，すべて
の日本語研究が地理的変異（方言差）を把握
したうえで行われるようになるための一助
としたい。 
 
３．研究の方法 
(1) 記述の対象と方法：本研究では，方言文
法の記述対象を，(a)述語の活用体系，(b)述
語句を構成する文法カテゴリー（ヴォイス，
アスペクト，テンス，否定，モダリティ，敬
語），(c)名詞句を構成する文法カテゴリー
（格，主題・とりたて），(d)接続句を構成す
る文法カテゴリー（条件，逆接，原因理由）
に大別し，さらに下位分類となる文法カテゴ
リーについて，共通調査項目を作成し，調
査・記述を行う。本研究期間内においては，
述語の活用体系および接続表現に関する記

述と対照研究のための枠組みを構築する。 
 
(2) ウェブ入力システムの構築：共通調査項
目の調査結果を，調査者が各自でウェブ入力
システムによって報告し，即時的にデータを
共有できるようにする。 
 
(3) 方言文法用例データベースの構築：方言
談話資料、方言昔話資料のテキストデータ化
を進め、記述対象となる文法項目を含む用例
を抽出した方言文法用例データベースを構
築する。 
 
４．研究成果 
(1) 活用体系の記述および対照研究 
(1-1) 日本語文法学会第 12 回大会（2011 年
12 月 4 日，東京外国語大学）において，「日
本語動詞活用の歴史と地理的変異の総合的
理解」と題したパネルセッション（発表者：
小柳智一・小西いずみ・仲原穣，司会：日高
水穂）を行った。本研究課題の成果として，
諸方言の活用体系を統一的に記述する枠組
みを示し，中央語の活用体系の歴史的変化と
の照合，琉球方言の活用体系の記述への適用
について議論した。 
 
(1-2) 活用体系の統一的な記述の枠組みを
示し，要地方言の活用体系の記述を行った
『全国方言文法辞典資料集（2）活用体系』
を刊行した。目次は以下の通りである。 
《概説》活用体系の地理的変異と記述の枠組
み（小西いずみ）／中央語における動詞活用
の歴史（小柳智一）／《要地方言の活用体系
記述》岩手県盛岡市方言（竹田晃子）／秋田
県由利本荘市本荘方言（日高水穂）／山梨県
甲府市方言（吉田雅子）／富山県富山市方言
（小西いずみ）／岐阜県岐阜市方言（山田敏
弘）／滋賀県長浜市方言（酒井雅史）／京都
府京都市方言（松丸真大）／大阪府方言（野
間純平）／山口県東周防方言（舩木礼子）／
福岡県福岡市方言（平塚雄亮）／沖縄県那覇
市首里方言（仲原穣）／沖縄県宮古島市平良
下里方言（中本謙）／《資料》要地方言の活
用対照表（小西いずみ） 
 
(2) 接続表現の記述および対照研究 
(2-1) 条件表現・逆接表現の統一的な記述の
枠組みを示した『『全国方言文法辞典』のた
めの条件表現・逆接表現調査ガイドブック』
を刊行した。目次は以下の通りである。 
《条件表現》条件表現共通調査項目解説（前
田直子）／条件表現の全国分布概観（三井は
るみ）／条件表現共通調査項目／条件表現会
話例／《逆接表現》逆接表現共通調査項目解
説（前田直子）／逆接表現の全国分布概観（小
西いずみ・竹田晃子）／逆接表現（ケレドモ・
ノニ類）共通調査項目／逆接表現（テモ類）
共通調査項目／逆接表現会話例 
 
(2-2) 日本語文法学会第 14 回大会（2013 年



12 月 1 日，早稲田大学）において，「認識的
条件文の地理的変異と歴史的変化」と題した
パネルセッション（発表者：有田節子・日高
水穂・矢島正浩，司会・指定討論者：江口正）
を行った。本研究課題の成果として，日高が
「認識的条件文の地理的変異」と題した発表
を行い，日本語における認識的条件文の構文
的特徴と発達過程について議論した。 
 
(3) ウェブ入力システムの構築 
(3-1) 条件表現・逆接表現の共通調査項目の
調査データを共有するためのウェブ入力シ
ステムを完成させた。 
 
(3-2) 情報処理学会第 72 回全国大会（2010
年 3月 9日，東京大学）において，「Web 版「全
国方言文法辞典」の構築に向けて―調査デー
タの報告システム開発について―」（林良
雄・日高水穂）と題した発表を行った。 
 
(4) 方言文法用例データベースの構築 
(4-1) 方言昔話資料のテキストデータ化を
進め、接続表現、ノダ相当表現、命令表現、
敬語表現の用例抽出を行った。 
 
(4-2) 方言昔話資料の分析を通して得た知
見をもとに，日本語学会 2013 年度春季大会
（大阪大学，2013 年 6月 2日）において，「昔
話の「語りの型」の地域差―文末表現を中心
に―」（日高水穂）と題した発表を行った。 
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